
可 決 事 項 

【議案第39号】 
財産の取得の件 

【議案第40号】 
平成13年度金木町ー般会計補 
正予算（第 2号）案 

【議案第41号】 
平成13年度金木町介護保険特 
別会計補正予算（第1号）案 

【議案第42号】 
平成13年度金木町国民健康保 
険特別会計（事業勘定）補正予 
算（第 2 号）案 

【議案第43号】 
平成13年度金木町水道事業会 
計補正予算（第2号）案 

【議案第44号】 
平成13年度金木町農業集落排 
水事業特別会計補正予算（第 
1号）案 

【議案第45号】 
金木町税条例の一部を改正す 
る条例案 

【議案第46号】 
平成12年度金木町一般会計歳 
入歳出決算の認定を求めるの 
件 

【議案第47号】 
平成12年度金木町国民健康保 
険特別会計（事業勘定）歳入歳 
出決算の認定を求めるの件 

【議案第48号】 
平成12年度金木町老人保健特 
別会計歳入歳出決算の認定を 
求めるの件 

【議案第49号】 
平成12年度金木町農業集落排 
水事業特別会計歳入歳田決算 
の認定を求めるの件 

【議案第50号】 
平成12年度金木町介護保険特 
別会計歳入歳出決算の認定を 
求めるの件 

【議案第51号】 
平成12年度金木町水道事業会 
計収入支出決算の認定を求め 
るの件 

【報告第12号】 
専決処分した事項の報告及び 
承認を求めるの件（平成13年 
度金木町老人保健特別会計補 
正予算（第1号）) 

【報告第13号】 
平成12年度金木町土地開発公 
社決算の提出の件 

【発議第7号】 
トラック輸送における安全確 
保・排ガス防止に関する意見 
書（案） 

×  目、』、ノ 	 ノ 

広報かなぎ（6) 

一19月定例会」一 
9 月 3 日からの一般質問でJi 口隆議員が登壇し、農業

問題や農業集落排水対策等について、町長らに質問しま

した。 

内容は次のとおりです。 

減
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。」
 

建
設
課
長
「
農
業
集
落
排
水
可

能
戸
数
は
今
年
度
の
ポ
ン
プ
設
置

計
画
か
ら
二
百
六
十
七
戸
の
う
ち

九
十
五

戸
が
対
象
と
な
っ

て
い

る
。
下
水
道
加
入
促
進
奨
励
金
交

付
要
綱
の
制
定
か
ら
宅
内
工
事
及

び
ト
イ
レ
等
の
改
修
事
業
を
行
っ

た
場
合
は
一
人
当
た
り
工
事
費
の

八
％
で
限
度
額
四
万
八
千
円
を
交

付
す
る
。
」
「
十
三
年
度
の
予
算
は

五
千
万
円
で
あ
る
。
た
だ
し
現
在

橋
の
架
け
替
え
を
行
っ
て
い
る
事

業
費
は
十
二
年
度
の
繰
越
事
業
で

あ
る
。
進
捗
率
は
全
体
事
業
費
三

十
四
億
円
の
見
通
し
の
う
ち
平
成

十
二
年
度
ま
で
十
四
億
九
千
三
百

万
円
ほ
ど
行
っ
て
お
り
四
十
三
・

九
％
で
あ
る
。
津
軽
鉄
道
か
ら
藤

本
石
油
ま
で
の
重
点
区
間
を
十
七

年
度
の
完
成
を
目
標
と
し
全
体
事

業
の
最
終
完
成
目
標
年
度
は
二
十

四
年
度
で
あ
る
。」
 

順
次
住
宅
の
建
て
か
え
を
進
め
て

い
く
。
宅
地
造
成
に
対
す
る
補
助

等
が
な
く
町
単
独
と
な
る
が
固
定

資
産
や
い
ろ
い
ろ
な
面
で
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
期
待
に
応
え

る
よ
う
に
努
力
す
る
。」
「
跡
地
利

用
は
補
助
対
象
と
な
り
町
に
と
つ

て
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
に
十
分

検
討
し
県
と
の
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。」
 

農
林
課
長
「
転
作
作
物
の
状
況

は
大
豆
が
約
二
百
八

・
ニ
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
小
麦
が
四
十
八

・
四
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ソ
バ
が
百
十
一
・

〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼
料
作
物
が

五
十
五
・
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
力

増
進
作
物
が
三
十
一
・
ー
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
、
花
弁
が
四

・
九
八
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
、
ト
マ
ト
が
十
二

・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
ネ
ギ
が
四

・
八
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
そ
の
他
が
四
・
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
植
付
け
さ
れ
、
大
豆
が

増
え
て
い
る
以
外
は
昨
年
度
よ
り
 

鳴
海
町
長
「
町
独
自
の
価
格
補

て
ん
対
策
は
農
協
と
連
絡
を
密
に

し
タ
イ
ア
ッ
プ
で
行
っ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
人
材
育
成
の
た
め
に

ハ
ウ
ス
等
で
行
う
花
弄
や
花
等
を

勉
強
さ
せ
少
し
で
も
農
家
の
所
得

に
結
び

つ
く
よ
う
に
努
力
す
る
。
 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
転
作
で
も

奨
励
し
て
い
る
ソ
バ
を
も
つ
と
生

か
し
な
が
ら
観
光
物
産
館
で
販
売

で
き
る
方
向
に

持
っ

て
い
き
た

い
。
指
導
所
の
跡
地
利
用
は
後
継

者
の
育
成
に
も
結
び
つ
く
よ
う
な

野
菜
研
究
施
設
に
す
る
な
ど
最
大

限
に
生
か
す
方
策
に
し

た
い
。
」
 

「集
落
排
水
加
入
者
が
少
な

い
と

個
人
負
担
が
多
く
な
り
環
境
改
善

に
も
結
び
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
地

区
住
民
に
加
入
す
る
よ
う
に
説
得

し
な
が
ら
、
な
る
べ
く
な
ら
援
助

し
た
い
と
い
う
考
え
は

あ
る
。
」
 

「
公
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
を
策
定
し
財
政
の
許
す
限
り
 

川
口
隆
議
員
「
農
業
複
合
経
営

対
策
と
し
て
町
独
自
の
安
定
基
金

設
置
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
人
材
育

成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
転

作
田
に

お
け
る
大
豆
・
麦
・
ソ

バ

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
面
積
を
知

り
た
い
。
川
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
 

ー
の
ソ
バ
加
工
施
設
利
用
計
画
は

あ
る
の
か
。
養
鶏
指
導
所
跡
地
利

用
計
画
は
進
ん
で
い

る
の
か
。
」
 

「十
月
一
日
か
ら
の
農
業
集
落
排

水
使
用
が
可
能
と
な
る
軒
数
を
知

り
た
い
。
水
洗
ト
イ
レ
の
な
い
農

家
へ
の
ト
イ
レ
改
修
に
対
す
る
町

独
自
の
支
援
対
策
は
な
い
の
か
。
」
 

「
町
営
住
宅
の
計
画
的
建
て
か
え

は
あ
る
の
か
。
町
の
宅
地
分
譲
の

考
え
は
な
い
の
か
。」
 
「
金木
川
の

十
三
年
度
改
修
予
算
と
進
捗
率
及

び
完
成
年
度
の
見
通
し
が
知
り
た

い
。
跡
地
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。」
 

-1  

議会ニュース！ 

!
 

，

【
 



ま ち の で き こ と ～×、 

美事善行職員に東北郵政局長賞 
10月15日、金木郵便局内で同局非常勤職員の今渉さんへ束

北郵政局長賞が授与されました。 
これは、 8月31日に今さんが喜良市地区を配達中に一人暮

らしのお年寄り宅で出火し助けを求められ、自分の携帯電話
で消防署へ連絡した後、同宅へ入り台所ガスレンジ付近の壁
の火を消し止め、出火原因のガスもれの元栓を締め延焼を防
ぎました。この行為が郵便局職員の美事善行として高く賞賛
され、東北郵政局長賞に認められたものです。 

	ノ 

× 

稲刈りと脱穀を体験 
嘉瀬小学校（校長一封馬後,では 5年生を対象とし

た稲の生育体験学習を毎年実施しており、今年 5月
に学習田に手植えをした稲の刈取りと脱穀体験を、 
PTAとお年寄りの協力を得て行いました。 
10月16日、軍手に長靴姿の児童らはカマの使い方

の指導を受けた後、注意しながら一株ずつていねい
に刈り取り。31日、学習田に運び込まれた脱穀機ま
で島立され自然乾燥した稲を、汗を流しながら運び
脱穀。 

収穫されたもち米約270聴を前に、児童たちはもち
つき大会を楽しみにしていました。 

収穫感謝祭でにぎわう！ 
10月28日、喜良市小学校（校長＝小田川修三）の体

育館で学校田から収穫された米の収穫感謝祭が、全児
童とPTAやお年寄りら約180人が参加して開催されま
した。 

感謝祭では、収穫された米の一部をオニギリにし、 
残りをもち米にかえて、児童たちと参加者が一緒にな
ってもちつきともち作りを楽しみました。お昼には学
年ごとの車座にPTAとお年寄りらが加わり、できた
てのおにぎりに自分たちが作ったもちが入った雑煮と
おしるこを美味しく食べていました。 

  

/ 

 

	ノ 

   

 

fマテケニーJにモニュメンI'完成 
このほど簡保資金融資モニユメント（サイン塔高さ約 4 

m）が観光物産館敷地内に完成し、11月 8 日鳴海町長や金

木郵便局長らが出席して除幕式が行われ完成を祝いました。 

これは、簡保資金が簡易保険の加入者や地域の人達の身

近なところで、まちづくりに役立っていることを広く知っ

てもらおうと各融資施設にモニュメントを設置しているも

ので観光物産館が対象施設となっていることから選ばれ設

置となりました。 

モニユメントを前にして鳴海町長は「観光客の記念写真

の場所となるし、色がグリーンで『ひばの町』のイメージ

にあっている」と話していました。 

× 

  

(7）広報かなぎ 



津
島
美

知
子
 

増
袖
疎
打
版
 

「
い
 

回
想
の
太
宰
治
 

書
 
斎
 
の
 
本
 

汁
島
美
和
子
氏
は
著
書
の
『
回
想

の
太
宰
治
』
「書
斎
」
 
の
章
に
、〈
太

宰
は
、

i
文
筆
業
で
あ
り
な
が
ら
蔵

書
を
持
た
ず
、

…
仕
事
に
必
要
な
資

料
を
買
う
場
合
で
も
、
で
き
編
窪
け

小
型
の
軽
い
本
を
好
ん
だ
。
座
右
の

本
は
、
す
ぐ
若
い
方
に
進
呈
し
て
し

ま
う
の
で
始
終
入
れ
替
わ
っ
て
い

た
。
三
鷹
時
代
ず
っ
と
こ
の
書
斎
に

あ
っ
た
の
は
、
辞
典
の
外
に
は
、
 

「真
宗
在
家
勤
行
集」
（
お
経本
）
 

『金
木
郷
土
史
」
（
昭和
十
五
年
版
）
 

『文
芸
懇
話
会
」
（
物
故
作
家
略伝
）
 

以
上
三
冊
の
特
種
の
出
版
物
く
ら

い
の
も
の
で
あ
る
。
〉
と
紹
介
し
て

い
る
。
 

ト
「回
想
の
太
宰
治
」
 

津
島
美
知
子
著
 

『金
木
郷

土
史
』
（
旧
）
 

太
宰
治
が
、
ず
っ
と
書
斎
に
置
い

て
い
た
『
金
木
郷
土
史
」
は
、
昭
和
 
 

十
五
年
八
月
ー
五
日
、
金
木
町
で
皇

紀
二
千
六
百
年
・
町
制
実
施
二
十
周

年
を
記
念
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
太
宰
治
は
、
な
ぜ
こ
の
旧
版
 

『金
木
郷
土
史
』
を
三
鷹
の
書
斎
に

大
切
に
保
存
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

A
5
判
三
六
七
頁
の
書
物
の
口
絵

の
冒
頭
に
、
〈
元
衆
議
院
議
員
・
元

貴
族
院
議
員
津
島
源
右
衛
門
〉
の
礼

装
写
真
が
一
頁
大
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
続
い
て
歴
代
町
長
欄
に
は
〈
第

三
代
町
長
津
島
文
治
〉
の
顔
写
真
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。
 

注
目
し
た
い
の
は
、
巻
末
「
郷
土

史
補
修
」
欄
で
あ
る
。
「当
町
出
身

ニ
シ
テ
県
外
ニ
活
躍
セ
ル
モ
ノ
」
と

し
て
、
福
士
徳
太
郎
氏
（
広
島
遊
船

社
顧
問
）
、角
田
千
代
吉
氏

（
宇
都

宮
駅
長
・
上
野
駅
助
役
）
、山
崎
金

裁
氏
（
宮
内
省
入
り
）
、深
田
築
11
1
 

郎
氏

（
医学
博
士
）
、伊
藤
昭
七
氏
 

（
医学
博
士
）
、津
島
修
治
氏

（
作家
）
 

泉
谷
清
一
氏
（
弁
護
士
）
、鳴
海
巌

氏
（
高
砂
丸
機
関
長
）
、藤
元
嘉
嗣

氏

（
渡
米
・
レス
ト
ラ
ン
経
営
）
ら

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

編
集
が
完
了
し
た
段
階
で
、
金
木
町

出
身
で
各
界
で
活
躍
し
た
故
人
・
現

役
合
わ
せ
て
九
人
の
〈
名
士
〉
の
経

歴
を
紹
介
し
、
郷
土
史
に
補
修
し
た
 
 

も
の
と
考
え
ら
れる
。
 

ト
「金
木
郷
土
史
」
（
昭和
十
五
年
版
）
 

中
央
作
家

タ
リ
 

こ
の
中
に
太
宰
治
も
含ま
れ
て
お

り
、
〈
津
島修
治
氏
／
氏
ハ
明
治
四

十
二
年
六
月
ノ
出
生
ニ
シ
テ
青
中
ョ

リ
弘
高
ニ
進
ミ
帝
国
大
学
悌
文
科
ヲ

修
へ
現
在
東
京
市
杉
並
区
清
水
町
ニ

居
住
著
述
業
ニ
従
事
ペ
ン
ネ
ー
ム
太

宰
治
ト
シ
テ
中
央
作
家
タ
リ
〉
と
あ

る
。
住
所
が
「
杉
並
区
清
水
町
」
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
長
兄
文
治
の
指

示
で
毎
月
の
仕
送
り
先
を
清
水
町
の

井
伏
鱒
二
方
と
し
て
い
た
の
で
、
編

者
が
郵
便
局
長
に
で
も
問
い
合
わ
せ

て
書
い
たも
の
だ
ろ
う
。
 

相
馬
正
一
氏
の
一
文
に
よ
れ
ば
、
 

「金
木
郷
土
史
」
は
刊
行
と
同
時
に

太
宰
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
 

太
宰
は
迦
我
く
見
た
は
ず
で
あ
る
o
 

誰
よ
り
も
驚
い
た
の
は
太
宰
自
身
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
巻
末
と
は
い
え
功

成
り
名
遂
げ
た
〈
名
士
〉
欄
に
自
分
 
 

の
名
を
発
見
し
、
「お
い
、
俺
も
と

う
と
う
金
木
の
名
士
に
な
っ
た
よ
。」
 

と
妻
に
書
物
を
見
せ
た
で
あ
ろ
う
。
 

分
家
除

籍
の
身
 

昭
和
十
五
年
と
い
え
ば
、
太
宰
治

が
津
島
家
よ
り
分
家
除
籍
さ
れ
て
か

ら
十
年
目
に
あ
た
る
。
そ
の
間
の
主

な
で
き
ご
と
を
略
述
し
て
み
る
。
 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇）
官
立
弘

前
高
校
を
卒
業
。
四
月
、
東
京
帝
大

仏
文
科
に
入
学
し
て
上
京
。
非
合
法

運
動
に
シ
ン
パ
と
し
て
関
わ
っ
て
い

く
。
一
方
、井
伏
鱒
二
と
会
い
、
以

来
師
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
月
一

日
、
青
森
の
小
山
初代
線
奪
r
京
ロ

翌
月
に
は
長
兄
文
治
が
上
京
、
太
宰

治
の
分
家
除
籍
を
条
件
に
二
人
の
結

婚
を
認
め
る
。
そ
の
十
日
後
の
十
一

月
十
九
日
夜
半
、
田
部
あ
っ
一
叫る
輪

籍
名
シ
メ
子
）
と
鎌
倉
越
越
小
動
崎

の
海
岸
（
畳
岩
）
で
共
に
催
眠
剤
を

嘩
下
。
翌
朝
発
見
さ
れ
た
が
女
は
す

で
に
絶
命
、
太
弾
飴
継
晴
院
に
収
容

さ
れ
た
。
自
殺
常
助
罪
に
問
わ
れ
た
 

き
 
そ
ゆ

・
っ
よ
 

が
起
訴
猶
予
。
翌
大
年
一
月
、
長
兄

文
治
と
全
文
九
条
か
ら
な
る
正
式
の
 

「覚
」
書
き
を
交
わ
し
た
。
二
月
小

山
初
代
と
新
世
帯
を持
つ
。
同
七
年
、
 

青
森
警
察
署
へ
の
出
頭
と
左
翼
シ
ン

パ
活
動
か
ら
離
脱
。
同
十
一
年
、
第

一
創
作
集
『
晩
年
」
を
刊
行
。
十
月
、
 

パ
ビ
ナ
ー
ル
中
毒
治
療
の
た
め
、
東

京
武
蔵
野
病
院
に
入
院
。
同
十
二
年
、
 

小
山
初
代
と
離
別
。
同
十
三
年
、
天
 
 

下
茶
屋
に
赴
く
。
石
原
家
を
訪
問
、
 

見
合
い
を
す
る
。
同
十
四
年
一
月
、
 

石
原
美
知
子
と
結
婚
式
を
挙
げ
、甲

府
市
御
崎
町
の
新
居
に
入
る
。
九
月

東
京
府
三
鷹
村
下
連
雀
に
転
居
す

る
。
 

昭
和
五
年
の
長
兄
か
ら
分家
除
籍

を
申
し
渡
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
十
六

年
八
月
十
七
日
ま
で
、
一
度
も
生家
 

し
き
い
 

の
敷
居
を
ま
た
い
で
い
な
い
。
 

い
 
き
ん
か
ん
き
ょ
う
 

衣
錦
還
郷
の
念
 

し
か
し
、
こ
の
間
い
ろ
い
ろ
の
事

件
、
苦
境
の
数
々
や
罪
を
背
負
い
込

み
な
が
ら
も
切
り
抜
け
て
き
て
い
 

お
と
ろ
 

る
。
ま
た
、
創
作
意
欲
も
衰
え
な
か

っ
た
。
『満
顔
」
「富
獄
百
景
」
『新

樹
の
言
葉
』
「走
れ
メ
ロ
ス
」
『女
生

徒
」
な
ど
七
十
数
篇
の
作
品
を
発
表

し
、
職
業
作
家
と
し
て
の
道
を
着
実

に
歩
ん
で
い
た
。
そ
し
て
北
村
透
谷

文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
 

昭
和
十
五
年
に
『
金
木
郷
土
史
』
 

が
寄
贈
さ
れ
、
金
木
町
出
身
の
実
業

家
・
医
学
博
士
・
弁
護
士
と
並
ん
で
 

「
ペ
ン
ネ

ー
ム
太
宰
治
ト
シ
テ
中
央

作
家
タ
リ
」
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
、
 

太
宰
治
は
認
戯
に
喜
び
、
衣
錦
還
郷
 

ひ
た
 

の
念
に
浸
っ
て
い
た
と
思
う
。
 

こ
の
『
金
木
郷
土
史
」
を
支
え
と

し
て
、
「東
京
八
景
』
を
発
表
。
そ

し
て
十
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
、
『帰
去

来
」
「故
郷
」
『津
軽
』
な
ど
一
連
の
 

〈
故
郷
も
の
〉
を
執
筆
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
 

 

太
宰

を
し
の
ぶ
・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 

津
軽
・
金
木
・
太
宰
…
⑨
 

 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

木
 
下
 
巽
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(
 



表 1 日本の喫煙関連死亡数と死亡割合 

死 	因 喫煙関連死亡数（死亡割合％) 

全 死 亡 
全 	癌 
肺 	癌 
上部消化管癌 
その他の癌 
閉塞性呼吸器疾患 
その他の呼吸器疾患 
循環器系疾患 
その他の疾患 

1
2
7
4
 
5
  

9
4
3
 
1
 

2
  

‘」
、

（
、
ノ

ー
 
ノ

ー
 

I〈
、

JI
ー
 
ノ
）
、

JI
ー
、
ノ
I
・
、
 
 

、
I

ノ
、
ー
、
、
ー、
ノ

、
、
ー、
、
ー、
、
ー、
ー

、
j
ノ
  

（
乙・
ー
。v4
6
9
8
7
ワ

ー
 
 

0
4
1
1
2
0
6
9
8
  

5
6
2
1
3
3
9
8
9
  

7
3
1
2
0
2
2
5
2
  

5
9
4
5
0
9
8
0
8
  

,
 
?
 
,
 

，
 
【
 
，
 

,
 
,
 
,
 
 

国
民
年
金
情
報
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
は
、
将
来
の
生
活
保
障
の
 

ー
つ
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気
や
事
故
な

ど
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
無

い
か
、も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
 

も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

・
共
済

組
合
の
組
合
員
（
第
二
号
被
保
険
者
）
 

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
健康
保

険
で
被
扶
養
者
と
認
定
さ
れ
て
い
る

人
）
で
二
十
歳
以
上
大
十
歳
未
満
の
人

が
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
被
用
者

年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
対
し

て
負
担
し
て
い
る
の
で
個
別
に
納
付
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 つ
ま
り
、第

三
号
被
保
険者
は
保
険
料
を
納
め
な
く

て
よ
い
の
です
。
 

し
か
し
、
届
出
を
忘
れ
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
保
険
料
未
納
（
二
年
を
過
ぎ

た
期
間
）
の
扱
い
と
な
って
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、将
来
の
年
金
額
が
減

額
さ
れ
た
り
、
受
給
資
格
を
満
た
せ
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、扶
養
者
が
離
職
し
た
場
合
ゃ
、
 

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
時
は
、
第
一

号
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
と
な
りま
す
。
 

届
出
が
お
済
に
な
っ
て
い
な
い
方
は

忘
れ
ず
に
町
役
場
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

禁
煙
 
に
 
つ
 
い
 て
 

内
科
 
斉

藤
 
幹

雄
 

煙
  

喫
・
武
、
  

\ 
\2.  O 

喫煙後1~4司
’＼一

l5 
喫煙後5.-.9き‘でで二太 

峡 i4I I UPJ-2L、F0 
. 

非喫煙者 

十
月
よ
り
金
木
病
院
に
勤
務
し

ま
し
た
斉
藤
で
す
。
内
科
担
当
で

特
に
消
化
器
内
科
を
専
門
に
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
た
ば
こ
と
病

気
、
ま
た
禁
煙
の
た
め
の
ニ
コ
チ

ン
置
換
療
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

日
本
人
の
三
大
死
因
は
癌
、
心

筋
梗
塞
、
脳
卒
中
で
あ
り
、
た
ば

こ
は
多
く
の
調
査
に
て
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
（
表1
）
特
に

呼
吸
器
疾
患
に
て
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
喫
煙
に
よ

る
健
康
被
害
は
喫
煙
の
流
行
に
よ

り
二
十
年
、
三
十
年
遅
れ
て
現
れ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
 一
九

五
〇
年
に
は
年
間
一
千
人
で
あ
っ

た
肺
が
ん
死
亡
者
数
が
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
は
約
五
万
人
と
五
十

倍
に
も
増
加
し
て
折
り
そ
の
増
加

傾
向
は
、
喫
煙
が
特
に
流
行
し
た

男
性
に
顕
著
で
す
。
 

禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
表
2
 

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
禁
煙
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
肺
が
ん
に
よ
る
死

亡
率
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
心

筋
梗
塞
の
危
険
も
禁
煙
し
て
一
年

で
五
十
％
減
少
す
る
と
い
わ
れ
、
 

五
十
歳
ま
で
に
禁
煙
を
し
た
場
合

そ
の
後
十
五
年
に
死
亡
す
る
確
率

は
半
減
し
ま
す
が
、
た
と
え
高
齢
 
 

で
あ
っ
て
も
禁
煙
の
効
果
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ

関
連
疾
患
の
症
状
が
現
れ
て
か
ら

で
も
、
禁
煙
に
よ
っ
て
そ
の
予
後

は
改
善
し
ま
す
。
た
ば
こ
は
、
「病

気
の
中
で
も
予
防
で
き
る
最
大
の

単
一
の
原
因
」
（W
H
o
世
界
保
健

機
構
）
で
す
。
 

次
に
喫
煙
を
し
て
い
た
人
が
、
 

禁
煙
す
る
の
が
困
難
な
の
は
、
喫

煙
が
単
な
る
噌
好
や
習
慣
で
は
な

く
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
、
つ
ま
り
薬

物
依
存
症
で
あ
る
こ
と
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
長
期
間

使
用
し
て
い
る
と
多
幸
感
な
ど
の

精
神
効
果
が
見
ら
れ
る
う
え
、
耐

性
や
退
薬
症
候

（薬
が
切
れ
る
と

直
ぐ
取
り
た
く
な
る
）
な
ど
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
減
ら
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
ま
た
本
数
を
減
ら

し
て
も
健
康
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
良

い
影
響
は
無
く
や
は
り
禁
煙
し
な

け
れ
ば
病
気
の
発
生
を
減
ら
す
こ

と
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
の
た
め
現
在
禁
煙
を
手
助

け
す
る
た
め
ニ
コ
チ
ン
置
換
療
法

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
手
に
入
れ

る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
し
て
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
あ
り
、
大
き
さ

五
m
程
度
で
一
日
一
回体
に
貼
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
血
液
中
の
ニ
コ
 

チ
ン
濃
度
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
パ
ッ
チ
に
含
ま
れ

て
い
る
ニ
コ
チ
ン

の
濃
度
を
 

徐
々
に
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
か
ら
離
脱
す
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
治
療
期
間

は
八
週
間
で
、
 一
枚
当
り
四百
円

前
後
し
ま
す
の
で
八
週
間
で
約
一
一

万
三
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
 一
日

三
十
本
吸
う
人
で
は
た
ば
こ
代
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
健

康
保
険
は
使
用
で
き
な
い
た
め
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
禁

煙
に
投
資
し
て
健
康
を
回
復
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

に
〕
 

q〕
 

。
ノ】
 

0
 

表 2 禁煙後の年数と肺がん死亡率 

6 
（倍） 
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お
 
く
 
や
 
み
 

長
内
 
チ
 
ワ
（
8
3才
）
 

白

川
 
マ
 
ル
（9
1才
）
 

面
村
 
幸
子

（7
8才
）
 

大
橋
 
ち
よ
（

9
1才
）
 

坂
本
兼

三
郎
（
5
8才
）
 

白

川
佳
津
子
（

3
9才
）
 

今
 

幸
一
 
（
6
8才
）
 

川
 
口
 
キ
 
シ
（9
5才
）
 

山
形
ト

キ
エ
（
7
2才
）
 喜

良
市

蒔
 
田

喜
良
市

金
 
木

中
柏
木

嘉
 
瀬

喜
良
市
 

金金

木木 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
山
巾
 
憲
仁
（
金
徳
）
嘉
 
瀬
 

「
松
川
 
智
子
（
兼
治
）
嘉
 
瀬
 

鳴葛中伊工前 

海西谷東藤多 お 

礼lt 恵え美唖邸葵虫、一」、 

菜な凍1荊り南ま斗と衣いーソ 
ー、一ーー一、一一、で
札婁宏磐讐暴 レ 
一彦 zム司児顕 と

喜金金金金金 つ

市木木木木木 
良
 

金
 
木
 

喜
良
市
 

× 
10月末現在 前年同月比 

40人 

18人 

58人 

16 

	ノ 

△ 

△ 

Zl、 

男 	5, 695人 

女 	6, 292人 

計 11, 987人

世帯数 4,076 

人
口
と
 

世 
畑 
Iil了 

（
加
藤
 
均
一
（多
喜
男
）
中
里
町
 

!
1
 
●

ョ
＞

●
、
《
 

「
土
岐
恵
久
美

（
武
逸）
嘉
 
瀬
 

!F

葉

6

り
一“
 

（
中谷
幸
一

（
幸
築）
金
木
 

「
荒
内
め
ぐ
み
（
徳
集
）
平
内
町
 

（
開
坂
 
淳

一
（雷
習
デ
）
金
 
木
 

十

月
届
出

分
 

〈
内
海
 
洋
子
（
勝
輿
）
嘉
 
瀬
 

こ
の
欄
は
金
木
町

に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
十
月
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
ー
ペ
ー
ジ
 

「
決
算
」
欄
の
平
成
十
一
一

年
度
が
十
三
年
度
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
 

▼
十
ペ
ー
ジ
 

「
お
め
で
と
う
」
欄
の
今

千
尋
ち
ゃ
ん
と
海
斗
く
ん
の

喜
良
市
が
金
木
に
な
っ

て
い

ま
し
た
。
 

「
お
し
あ
わ
せ
に
」
欄
の

出
町
真
実
さ
ん

が
真
美
さ
ん

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

     

 

ご
は
ん
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
て

大
き
く
な
り
ま
し
ょ
う
ー
！
 

（
父
大
介
よ
り
）
 

【
九月
届
出
分
】
 

健
ゃ
か
に
育
っ
て
下
さ
い
  

早
く
大
き
く
な
っ
て

一
緒
に
 

（
母
綾
子
よ
り
）
 
遊
ぼ

う
ね
 

（
姉
荊
奈
・
美
希
よ
り
）
 

菊
池

和
馬

く
ん
 
 

工
 
藤
亜
斗

く
ん
 

(
9月
1
8日

生
）
 

(
9月
2
6日

生
）
 

前
多

葵
衣
ち
ゃ

ん
 

中

谷
恵

一
利
ち
ゃ
ん
 

(
9月
2
5日
生
）
 

(1
0月
9
日
生
）
 

 

お
お
き
く
な
っ
た
ら
い
つ
し
 

ょ
に
遊
ぼ
う
ね
 

（
兄
楓
斗
よ
り
）
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§ ★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中 § 

，央含鷺 (ft53-t.S AQ難)姦麟篇諭しゆうした， 
g 憂華’同箱入アルバムの記念品等々たくさんの特三典．があ g 

切’×ク訳か●か●ク×4つ‘ク“ク‘tクつ●ク訳ク盟4”ク；tり馴！り訳りってク訓かI 

広報かなぎ自o) 


